
          

 

 

 

 

みんながなかよく、高めあって、しなやかな心をもって、輝く致芳校をつくろう 

「一人ひとりが自分の成長を実感し、笑顔があふれる学校へ」 

 

 

 

 

 ７月８日（月）の朝の時間に、ＰＴＡ母親倶楽部の皆さんによる読み聞かせが行われました。その様

子が下の写真（左上から時計まわりで、１～３年生、下へ行って６～４年生）です。母親倶楽部の皆さん

は、学校だよりの№５でも紹介したように読み聞かせの研修会を行って、本番に臨んでくださいまし

た。また、子どもたちにぜひこの本を…ということで、今回のために購入してくださった方もいた

と聞いております。ほんとうに感謝、感謝…であります。第２回目も楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ６月２８日（金）、２年生は地域の方々から教えていただきながら、グラ 

ンドゴルフに挑戦しました。昨年度の輪投げでの交流に続いての取り組 

組みになります。経験者もいたようですが、ほとんどが初挑戦。打った 

ボールが行ったり来たりと、思い通りにならないところもありましたが、 

地域の方々と楽しく活動することができました。 

 さて、この２つの取り組みをあらためて取り上げてみると、本校がめ 

ざす「スクール・コミュニティ」が具現化された姿の１つであるといえま 

す。また、特別なことではなく、これまで取り組んできた家庭・地域との 

連携・協力の体制を持続可能にしていくことが、大切なポイントだと思っ 

ています。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

長井市立致芳小学校だより 

令和６年 ７月１１日  NO.7 

校是 「和致芳」 



 

 

 

 今年度も、長井市教育委員会より情報教育推進員を週２回（５時間/日）派遣していただいておりま

す。ＩＣＴ機器の操作等に関する職員への支援と合わせて、タブレット等を用いての授業を行う際に授

業に協力していただくこともあります。そして、学校ＨＰでも紹介してきましたが、プログラミング学

習の際には、講師を務めていただいております。 

 下の写真は、左から１、２、３年生のプログラミング学習の様子です。「プログラミング」と聞くとす

ごく難しいことに取り組むのでは…と感じてしまうかもしれませんが、１年生が挑戦したのは、三角

ロケットをタブレットの画面上で動かすということ。三角ロケットを動かすために、「操作方法」という

情報を得て、自分の思うように動かすために筋道を立てて考えたり、作業をしたりすることが必要

になります。こうした論理的に考える力（プログラミング的思考）を養うことが求められています。 

 とはいえ、まずは楽しくタブレットを活用することができていれば、次のステージにつながって

いくことでしょう。学校ＨＰで授業の様子も、ぜひのぞいてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 職員についてのお知らせとお願い ～ 
１年担任の 教諭 青木 美郷 が、かねてからの体調不良により、７月１日（９月末まで）から

特別休暇をいただいております。そして、その代替者として、新規採用教員の後補充として勤

務している 迎田 久美 が、兼務の非常勤講師（週３日、１日当たり４時間勤務）として１年生の

授業を主に担当することになりました。１年生の保護者の皆様には、先に文書でお知らせして

いたところでありますが、他学年の保護者の皆様におかれましても、ご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

また、教頭の 笹川 直樹 でありますが、現在、病気療養のため特別休暇をいただいてお

ります。２週間目の休みに入っておりますが、復帰についてはもうしばらくかかると思われま

す。ご心配をおかけしますが、２人が元気に復帰するまで、職員一同力を合わせて努めてま

いりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

御礼が遅くなってしまいましたが、６月２４日

（月）～２８日（金）にあいさつ運動に取り組んでい

ただきました。大変ありがとうございました。 

今年度は、実施場所を昇降口前の１か所とし、曜

日で学年を割り振るスタイルとなりました。いか

がでしたでしょうか。 

第２回は、９月２４日（火）～３０日 

（月）の予定となっていますので、 

お気づきのことがあれば、お知 

らせいただけると幸甚です。 

 

 

 現在、取り組み期間（７月１日～１９日)の真っ只中

でありますが、どのようなことに「チャレンジ」さ

れているでしょうか。メディアから離れた時間が、

家族にとって貴重で素敵な時間になっているこ

とを願います。 

 また、チャレンジカードへの記録もしていただい

ていることと思います。期間終了 

後、カードを提出していただくこ 

とになっていますので、このタイ 

ミングで振り返ってみてはいか 

がでしょうか。 

 


